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東
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第
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十
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号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
港
区
港
南
一
丁

目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

砒ひ

素
及
び
そ
の
化

合
物

三　

そ
の
他　

こ
の
告
示
に
よ
り
指
定
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
は
、
規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十
二
号
に
該
当
す
る
。
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染
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定
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染
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施
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収
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よ
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縄
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日
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）
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◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
東
京
都
告
示
第
千
八
十
八
号
に

よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
港
区
高
輪
三
丁
目

地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い

な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

港区港南一丁目10番8

起点

4度40分27.52秒

【凡例】 【起点】

起点は、X座標：-40961.649 Y座標：-8288.531とする。

【格子の回転角度(4度40分27.52秒)】

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並びに

これらと平行して10ｍ間隔で引いた線により構成されている格子を、起点を

中心として、右回りに回転させた角度を示す。

単位区画

調査対象地

形質変更時要届出区域

（規則第58条第5項第12号

　に該当する区域）

別図

※座標値は、測量法（昭和24年法律第188号）の規定により、世界測地系座標計算によっ
て作成した。
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◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
四
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
七

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。令

和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

試
験
日
時

㈠　

学
科
試
験

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
正
午
ま
で

㈡　

実
地
試
験

令
和
七
年
一
月
二
十
八
日
（
火
曜
日
）
又
は
同
月
二
十
九
日

（
水
曜
日
）
の
う
ち
、
指
定
す
る
日
時

二　

試
験
場
所

㈠　

学
科
試
験

学
校
法
人
後
藤
学
園
（
豊
島
区
南
池
袋
三
丁
目
十
二
番
五

号
）

㈡　

実
地
試
験

日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番

十
号
）

三　

受
験
資
格

㈠　

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十

七
条
に
規
定
す
る
者

㈡　

旧
国
民
学
校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に
よ

る
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了
し
た
者
、
旧
中
等
学
校
令
（
昭

和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
の
二
年
の
課

程
を
終
わ
っ
た
者
又
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
六
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
十
四
選
挙
区
支
部
、
将
成
会
及

び
ね
ん
り
ん
の
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（
令
和
元
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日東

京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
十
四
選
挙
区
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「170,983,031

」
を
「175,363,031

」
に
、
「51,764,664

」

を
「56,144,664

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「101,641,508

」
を
「106,021,508

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入

の
内
訳
の
項
中
「17,726,000

」
を
「22,106,000

」
に
、

「1,000,000

」
を
「5,380,000

」
に
改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳

（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「

日
本
医
師
連
盟

1,000,000
文
京
区

」
を

「

日
本
医
師
連
盟

1,000,000
文
京
区

に

清
和
政
策
研
究
会

4,380,000
千
代
田
区

」

改
め
る
。

将
成
会
の
部
６
特
定
パ
ー
テ
ィ
ー
の
概
要
の
項
中
「537

」
を

「300

」
に
、
「842

」
を
「479

」
に
改
め
る
。

ね
ん
り
ん
の
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「35,954,335

」
を

「36,194,335

」
に
、
「13,800,110

」
を
「14,040,110

」
に
改
め
、

同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「24,170,686

」
を
「24,410,686

」
に
改

め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

正
面
向
き
で
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
三
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
裏
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
入
し
た
も

の
）

エ　

受
験
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
中

学
校
以
上
の
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
原
本
）
又
は
卒
業
証
書

の
写
し
（
こ
の
場
合
は
、
原
本
を
提
示
し
、
写
し
を
提
出
す

る
こ
と
。
）
）

㈣　

試
験
手
数
料　

一
万
八
百
円

納
付
書
に
よ
り
、
東
京
都
指
定
金
融
機
関
、
東
京
都
収
納
代

理
金
融
機
関
に
納
入
す
る
こ
と
。

な
お
、
納
入
し
た
試
験
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。

六　

合
格
発
表

令
和
七
年
三
月
十
七
日
（
月
曜
日
）
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
三
十
階
北
側
入
口
に
、
合
格
者

の
受
験
番
号
を
掲
示
し
て
発
表
す
る
と
と
も
に
、
同
日
午
前
十
時

か
ら
東
京
都
保
健
医
療
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

hokeniryo.m
etro.tokyo.lg.jp/

）
上
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を

掲
載
す
る
。

七　

そ
の
他

㈠　

受
験
願
書
用
紙
は
、
東
京
都
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部
健
康

安
全
課
（
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
三
十
階
北
側
）
に
お
い
て
、

令
和
六
年
十
一
月
五
日
（
火
曜
日
）
か
ら
配
布
す
る
。

㈡　

問
合
せ
先

東
京
都
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
試
験
・
免
許

担
当電

話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
四
三
五
八

告
　
　
　
示
（
選
）

り
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

四　

試
験
科
目

㈠　

学
科
試
験

ア　

衛
生
法
規
に
関
す
る
知
識

イ　

公
衆
衛
生
に
関
す
る
知
識

ウ　

洗
た
く
物
の
処
理
に
関
す
る
知
識

㈡　

実
地
試
験

洗
た
く
物
の
処
理
に
関
す
る
技
能

五　

受
験
手
続

㈠　

受
験
願
書
受
付
日
時

令
和
六
年
十
一
月
五
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
六
日

（
金
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す

る
休
日
を
除
く
。
）
の
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書

留
で
令
和
六
年
十
二
月
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る

も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

㈡　

受
験
願
書
受
付
場
所

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
三
十
階
北
側　

保
健
医
療
局
健
康
安

全
部
健
康
安
全
課
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
課
（
郵
便

番
号
一
六
三
―
八
〇
〇
一　

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
に
送
付
す
る
こ
と
。

㈢　

提
出
書
類

ア　

受
験
願
書
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十

年
東
京
都
規
則
第
八
十
一
号
）
別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ

る
。
）

イ　

履
歴
書

ウ　

写
真
（
出
願
前
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
上
半
身
、
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七
年
十
二
月
六
日
ま
で
と
す
る
。

◉
東
京
漁
調
指
示
第
七
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
（
伊
豆
諸
島
海
域
に
限

る
。
）
に
お
け
る
浮
き
は
え
縄
漁
業
（
以
下
「
こ
の
漁
業
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長　

有　

元　

貴　

文

（
禁
止
操
業
）

一　

こ
の
漁
業
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈠　

令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の

大
島
、
利
島
、
新
島
（
鵜
渡
根
島
及
び
地
内
島
を
含
む
。
）
、

式
根
島
、
神
津
島
（
恩
馳
島
及
び
銭
洲
を
含
む
。
）
、
三
宅
島

（
大
野
原
島
を
含
む
。
）
、
御
蔵
島
（
藺
灘
波
島
を
含
む
。
）
、

八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
。
）
、
青
ケ
島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ス
列

岩
、
須
美
寿
島
、
鳥
島
及
び
孀
婦
岩
の
各
最
大
高
潮
時
海
岸
線

か
ら
三
海
里
以
内
の
海
域
並
び
に
大
室
出
し
、
高
瀬
、
ひ
ょ
う

た
ん
瀬
、
渡
り
瀬
、
黒
瀬
及
び
新
黒
瀬
（
中
ノ
黒
瀬
を
含

む
。
）
に
お
け
る
操
業

㈡　

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
す
る
操
業

（
承
認
操
業
）

二　

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
未
満
の
船
舶
を
使
用
し
て
こ
の
漁
業
を
操

業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
船
舶
ご
と
に
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

㈠　

承
認
の
対
象
者

１　
日
時

　
　

令
和
６
年
10月
29日

（火
曜
日

）　

午
前
９
時
30分
開
始

２　
場
所

　
　

千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
１
番
１
号

　
　

警
視
庁
本
部
内　
東
京
都
公
安
委
員
会
聴
聞
会
場

３　
被
聴
聞
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
田
区
西
六
郷
三
丁
目
１
番
７
－
908号

　
　

林　
子
奡

告
　
　
　
示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
漁
調
指
示
第
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
に
お
け
る
釣
漁
法
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長　

有　

元　

貴　

文

（
釣
漁
法
の
禁
止
）

一　

大
島
、
利
島
、
新
島
（
鵜
渡
根
島
及
び
地
内
島
を
含
む
。
）
、

式
根
島
、
神
津
島
（
恩
馳
島
及
び
銭
洲
を
含
む
。
）
、
三
宅
島

（
大
野
原
島
を
含
む
。
）
、
御
蔵
島
（
藺
灘
波
島
を
含
む
。
）
、

八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
。
）
、
青
ケ
島
、
ベ
ヨ
ネ
ー
ス
列
岩
、

須
美
寿
島
、
鳥
島
及
び
孀
婦
岩
の
各
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千

五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域
に
お
い
て
は
、
い
き
え
さ
（
餌
虫
類

を
除
く
。
）
を
使
用
し
て
、
あ
か
は
た
及
び
か
さ
ご
を
釣
獲
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

二　

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
六
年
十
二
月
七
日
か
ら
令
和

「寄
附
の
総
額

160,000
　

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

160,000

を

　
　

個
人
か
ら
の
寄
附

160,000

」

「寄
附
の
総
額

400,000

　
政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

400,000

に

　
　
個
人
か
ら
の
寄
附

160,000

　
　
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

240,000

」

改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項

中「

川
口　

順
子

60,000
文
京
区

」
を

「

川
口　

順
子

60,000
文
京
区

に

（政
治
団
体
か
ら
の

寄
附

）

（金
額

）

（事
務
所
の
所

在
地

）

円

清
和
政
策
研
究
会

240,000
千
代
田
区

」

改
め
る
。

告
　
　
　
示
（
公
）

◉東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
350号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

（昭
和
33年

法
律
第
６
号
。
以
下

「法

」と
い
う
。

）第
11条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ

い
て
、
行
政
手
続
法

（平
成
５
年
法
律
第
88号

）第
13条

第
１
項
及

び
法
第
12条

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
次
に
よ

り
行
う
。

令
和
６
年
10月
21日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長　

廣　
瀨　

道　
明

記
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈦　

八
丈
島
周
辺
海
域
で
操
業
し
よ
う
と
す
る
船
舶
は
、
あ
ら
か

じ
め
八
丈
島
漁
業
無
線
局
（
一
ワ
ッ
ト
二
十
七
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

を
通
じ
て
地
元
漁
協
と
連
絡
を
と
り
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
に
努
め

る
こ
と
。

（
操
業
協
定
等
）

四　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
漁
業
秩
序
の
維
持
、
漁
具

被
害
の
防
止
等
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
、

当
該
漁
業
者
（
漁
業
協
同
組
合
等
を
含
む
。
）
と
の
間
又
は
他
の

競
合
す
る
漁
業
者
（
漁
業
協
同
組
合
等
を
含
む
。
）
と
の
間
で
、

操
業
協
定
等
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
協
定
等

を
締
結
し
な
く
て
も
漁
業
秩
序
が
維
持
さ
れ
る
等
、
特
に
委
員
会

が
認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

㈠　

漁
業
者
間
で
定
め
ら
れ
た
操
業
ル
ー
ル
の
遵
守
に
努
め
る
ほ

か
、
適
宜
漁
業
者
間
に
よ
る
協
議
を
行
い
、
操
業
秩
序
の
維
持

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈡　

操
業
海
域
に
お
い
て
、
他
種
漁
業
と
の
間
で
漁
場
競
合
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
相
手
方
と
連
絡
を
取
る
等
、

ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
い
て
、
誠
意
あ
る
対
応
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

㈢　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
、
か
つ
、
太
平
洋
広
域
漁
業
調
整

委
員
会
指
示
に
よ
る
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
営
む
場
合
、
資

源
の
保
護
培
養
、
漁
業
秩
序
維
持
等
の
た
め
、
住
所
の
所
在
地

の
都
県
に
配
分
さ
れ
た
漁
獲
可
能
量
、
所
属
す
る
漁
業
協
同
組

合
内
あ
る
い
は
漁
業
者
間
で
締
結
し
た
協
定
等
の
取
決
め
事
項

等
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
認
書
の
備
付
け
及
び
操
業
旗
章
の
掲
揚
）

五　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
の
際
使
用
す
る
船
舶

ア　

申
請
者
以
外
の
者
が
、
実
質
上
当
該
漁
業
の
経
営
を
支
配

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

イ　

漁
業
関
係
法
令
又
は
漁
業
秩
序
を
遵
守
す
る
精
神
を
著
し

く
欠
く
者
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ウ　

同
一
の
漁
業
者
が
二
隻
以
上
の
船
舶
に
つ
い
て
申
請
を
し

た
場
合

エ　

前
年
度
に
こ
の
承
認
の
規
定
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合

オ　

そ
の
他
委
員
会
が
漁
業
調
整
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
た
場

合

（
操
業
方
法
等
）

三　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
の
操
業
方
法
等
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

㈠　

操
業
の
際
、
既
に
投
縄
し
て
あ
る
漁
具
又
は
投
縄
し
よ
う
と

す
る
船
舶
か
ら
少
な
く
と
も
一
海
里
以
上
の
間
隔
を
と
る
こ
と
。

㈡　

突
棒
漁
業
、
ひ
き
縄
漁
業
、
底
魚
一
本
釣
漁
業
及
び
流
し
刺

し
網
漁
業
が
操
業
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
操
業
を
妨
げ
て

は
な
ら
な
い
。

㈢　

夜
間
に
操
業
す
る
場
合
は
、
漁
具
の
両
端
と
中
央
部
に
鮮
明

な
浮
標
灯
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈣　

漁
具
に
は
少
な
く
と
も
二
箇
所
以
上
、
船
名
を
明
記
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

㈤　

新
黒
瀬
漁
場
の
北
端
か
ら
南
の
八
丈
島
周
辺
海
域
で
一
度
に

操
業
で
き
る
船
舶
は
、
千
葉
県
所
属
船
に
あ
っ
て
は
二
十
隻
以

内
、
そ
の
他
の
県
の
所
属
船
に
あ
っ
て
は
五
隻
以
内
と
し
、
輪

番
操
業
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

㈥　

八
丈
島
周
辺
海
域
で
輪
番
操
業
す
る
船
舶
は
、
五
に
定
め
る

操
業
旗
章
の
ほ
か
に
委
員
会
が
別
に
定
め
る
輪
番
旗
を
掲
揚
し

ア　

東
京
海
区
（
伊
豆
諸
島
海
域
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
前

年
度
に
こ
の
漁
業
の
承
認
（
一
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
）
を
受
け
水
揚
げ
し
た
実
績
を
有
す
る
者

イ　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
操
業
し
た
も
の
の
、
水
揚
げ
し
た

実
績
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
の
所
属
す
る

漁
業
協
同
組
合
及
び
住
所
の
所
在
地
の
都
県
の
水
産
主
務
課

長
に
よ
り
、
承
認
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
漁
業

秩
序
の
遵
守
及
び
漁
業
調
整
上
支
障
が
な
い
こ
と
の
意
見
書

を
提
出
し
、
委
員
会
が
特
に
認
め
た
者

ウ　

委
員
会
が
特
に
認
め
た
者

エ　

試
験
研
究
機
関

㈡　

承
認
隻
数

ア　

こ
の
漁
業
の
承
認
で
き
る
総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
二
十
ト

ン
未
満
の
船
舶
の
隻
数
の
最
高
限
度
は
百
二
十
隻
以
内
と
し
、

都
県
別
の
隻
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　

東
京
都　
　
　
　

三
十
五
隻

　
　
　
　

静
岡
県　
　
　
　
　

十
一
隻

　
　
　
　

神
奈
川
県　
　
　
　
　

六
隻

　
　
　
　

千
葉
県　
　
　
　

五
十
七
隻

　
　
　
　

宮
城
県　
　
　
　
　
　

一
隻

　
　
　
　

和
歌
山
県　
　
　
　
　

四
隻

　
　
　
　

高
知
県　
　
　
　
　
　

三
隻

イ　

こ
の
漁
業
の
承
認
で
き
る
総
ト
ン
数
五
ト
ン
未
満
の
船
舶

の
隻
数
の
最
高
限
度
は
三
隻
以
内
と
し
、
県
別
の
隻
数
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　

神
奈
川
県　
　
　
　
　

一
隻

　
　
　
　

千
葉
県　
　
　
　
　
　

二
隻

㈢　

承
認
を
し
な
い
場
合
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市
街
地
再
開
発
組
合
の
理
事
長
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
由
が
丘
一
丁
目
29
番
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
か
ら
次
に
掲
げ
る
者
に
理
事
長
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

氏
名

　
　

自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合　

代
表
理
事　

岡
田　

一
弥

二　

住
所

　
　

目
黒
区
自
由
が
丘
一
丁
目
二
十
九
番
十
六
号

ご
と
に
、
委
員
会
が
交
付
し
た
承
認
書
を
所
持
す
る
と
と
も
に
、

委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
旗
章
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
認
の
取
消
し
）

六　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

る
。

㈠　

承
認
を
受
け
た
者
以
外
の
者
が
、
実
質
上
操
業
を
指
揮
し
て

い
る
と
き
。

㈡　

承
認
を
受
け
た
者
が
、
こ
の
承
認
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

㈢　

委
員
会
が
漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

（
操
業
実
績
報
告
書
の
提
出
義
務
）

七　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
船
舶
ご
と
に
、
令
和
七
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
操
業
実
績
報
告
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
疑
義
が
あ
る

場
合
、
委
員
会
は
、
追
加
の
関
係
書
類
の
提
出
を
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
遵
守
事
項
）

八　

こ
の
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
漁
業
調
整
上
委
員
会
が
必
要
と
認
め
、
指
示
し
、
又
は
指

導
し
た
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
）

九　

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
操
業
の
承
認
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

十　

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

公
　
　
　
告
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